
　

こ
の
夏
の
多
雨
が
影
響
し
、
米
の
作
況
が
心
配
で
す
が
、
こ
の

号
が
届
く
こ
ろ
に
は
田
ん
ぼ
が
一
面
黄
金
色
と
な
り
、
赤
ト
ン
ボ

が
秋
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼〝
二
百
十
日
〞

は
立
春
か
ら
数
え
て
文
字
通
り
二
一
〇
日
目
で
、
今
年
は
九
月
一

日
が
こ
の
日
で
し
た
。
現
在
は
気
象
条
件
が
少
し
変
っ
て
き
た
よ

う
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
稲
が
開
花
・
結
実
す
る
大
事
な
と
き
で

あ
り
、
台
風
が
相
次
い
で
来
襲
し
、
農
作
物
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と

が
多
く
厄
日
と
し
て
き
ま
し
た
。
暦
に
雑
節
と
し
て
表
し
、
警
戒

を
呼
び
か
け
て
い
た
わ
け
で
す
。
▼
現
代
で
は
、
九
月
一
日
は
防

災
の
日
で
も
あ
り
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
が
防
災
週
間
と
し
て

全
国
で
防
災
に
つ
い
て
様
々
な
運
動
や
啓
蒙
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
▼
七
月
九
日
に
長
野
県
南
木
曽
町
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
南
木
曽
町
は
美
し
い
村
連

合
の
仲
間
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
募
金
を
お
願
い
し
、
八
月
十

八
日
に
現
地
を
訪
問
し
、
皆
様
の
善
意
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
災
害
現
場
も
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
報
道
等
で
見

る
よ
り
も
大
規
模
な
災
害
現
場
で
し
た
。
▼
南
木
曽
町
は
度
々
、

土
石
流
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
砂
防
ダ
ム
や
堰え
ん
て
い堤
な
ど

を
整
備
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
観
光
振
興
な
ど
の
町
づ
く

り
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
災
害
で
、
町
民
の
シ
ョ

ッ
ク
も
大
き
い
と
話
さ
れ
た
役
場
の
方
の
お
話
が
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。
災
害
発
生
当
日
の
様
子
を
伺
う
と
、
も
し
こ
の
村
で
同

じ
よ
う
な
雨
が
降
り
、土
石
流
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、

背
筋
が
寒
く
な
る
想
い
で
南
木
曽
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

▼
災
害
に
強
い
美
し
い
村
を
作
る
の
が
私
の
村
政
の
目
標
の
ひ
と

つ
で
あ
り
ま
す
。
治
山
治
水
事
業
や
消
防
団
、
自
主
防
災
会
の
活

動
を
力
強
く
支
援
し
、
何
時
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
、
大
災
害
に

備
え
、
防
災
体
制
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
も
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
長
室
か
ら

2014
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東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
、
七
月
に
は
長
野
県
南
木
曽

町
で
の
土
石
流
、
八
月
に
は
広
島
市
内
の
複
数
個
所
で
同
時
多
発
的
な
土
石
流
災
害
が

起
き
ま
し
た
。
南
木
曽
町
で
は
一
人
、
広
島
で
は
七
十
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま

す
。

　

被
災
後
、
東
北
や
各
被
災
地
を
中
心
に
日
本
の
防
災
意
識
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
本

村
の
よ
う
に
被
災
地
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
災
害
・
復
興
が
他
人
事
に
な
り
、
記

憶
か
ら
薄
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
も
の
で
、
当
然
、
本
村
に
も
被
災
地
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
行
政
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
日
頃
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
行
政
や
地
域
の
取
り
組
み
等
、

今
日
か
ら
で
き
る
防
災
・
減
災
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
村
に
お
け
る
災
害
時
の
情
報
は
、

ま
ず
「
東
白
川
メ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
発

信
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
必
要

な
情
報
を
素
早
く
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お

届
け
で
き
る
手
段
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
東
白

川
メ
ー
ル
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

下
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
か
、
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
ペ
ー

ジ
に
あ
る
「
空
メ
ー
ル
送
信
」
か
ら
メ

　

既
に
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
自

主
防
災
会
で
す
が
、
よ
り
一
層
の
防
災

力
強
化
の
た
め
、
左
記
の
四
点
に
つ
い

て
、
各
自
治
会
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
人
口
や
世
帯
数
等
に
よ
っ
て
、
自
主

防
災
会
の
あ
り
方
が
一
律
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、地
域
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
組
織
体
制
に
し
て

く
だ
さ
い
。

②
役
員
の
任
期
を
三
〜
五
年
に
し
、
地

域
の
情
報
や
避
難
場
所
の
管
理
、
訓
練

の
方
法
等
が
そ
の
地
域
で
常
に
維
持
さ

れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
次
年
度
か
ら
は
、災
害
を
想
定
し
て
、

各
自
主
防
災
会
ご
と
に
村
が
災
害
用
物

資
や
非
常
用
食
料
等
の
備
蓄
の
整
備
を

し
ま
す
の
で
、
そ
の
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

④
自
主
防
災
会
の
役
員
に
は
、
自
治
会

長
、
消
防
団
員
、
役
場
の
職
員
の
兼
務

を
で
き
る
限
り
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
人
数
が
足
り
な
い

等
の
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
複
数
の
集

落
で
構
成
す
る
な
ど
、
現
状
に
あ
っ
た

組
織
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ざ
大
災
害
に
な
る
と
、
行
政
の
助

け
が
届
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
治
会
で
高
い

防
災
力
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
十
一
日
、
台
風
第
八
号
の
影
響

に
よ
り
、
本
村
で
は
避
難
準
備
情
報
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

台
風
の
再
来
は
大
い
に
あ
り
、
そ
れ
に

伴
い
避
難
情
報
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
避
難
す
る
際
に
持
ち
出

す
「
一
次
持
出
品
」
の
一
例
を
紹
介
し

ま
す
。

■
生
活
用
品　

衣
類
・
下
着
、
タ
オ
ル
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
、

洗
面
用
具
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
普
段
服
用

し
て
い
る
薬
、
お
薬
手
帳
な
ど

■
貴
重
品
類　

現
金
、
通
帳
・
印
鑑
、

権
利
証
書
、
健
康
保
険
証
な
ど

■
避
難
用
具　

ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

■
救
急
用
具　

傷
薬
、
絆ば
ん
そ
う
こ
う

創
膏
、
包
帯
、

風
邪
薬
、
胃
腸
薬
な
ど

■
非
常
食
・
食
器　

一
日
分
の
食
料
、

乾
パ
ン
、
缶
詰
、
組
み
食
器
、
缶
切
り

な
ど

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
物
に
限
ら

ず
、
そ
の
他
、
家
庭
状
況
に
合
わ
せ
て

付
け
加
え
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を

自
足
す
る
た
め
の
「
二
次
持
出
品
」
も

必
要
で
す
。
飲
料
水
、
食
料
品
、
燃
料

等
、
一
人
当
た
り
三
日
分
程
度
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〝
そ
の
時
〞
大
丈
夫
か

ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
受
信
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
登

録
く
だ
さ
い
。

・
東
白
川
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

t -
h
ig
a
sh
ish
ira
k
a
w
a
@
sg

-
m
.jp

・
東
白
川
メ
ー
ル
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

s
://s

e
r
v
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e
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u
g
u
m
a
il.c

o
m
/

h
ig
a
sh
ish
ira
k
a
w
a
/m
e
m
b
e
r

ＱＲコード

起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
今
で
き
る
こ
と

非
常
時
の
持
出
品

東
白
川
メ
ー
ル

自
主
防
災
会
の
見
直
し
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▼指定避難所　　※土砂災害時の避難場所が「×」の集落は、（）内の施設が避難場所になります。
No 施　設　名　称 開設者 土砂災害 地震災害 対象集落

1 東白川防災センター 平自主防災会 ×（村民センター） ○ 平

2 東白川中学校 村・中学校 ○ ○ 平、親田

3 東白川小学校 村・小学校 ○ ○ 中通、神付、曲坂

4 みつば保育園 村 ×（村民センター） ○ 平

5 村民センター 村 ○ ○ 大口、平

6 はなのき会館 村 ○ ○ 西洞

7 はなのき別館 村 ○ ○ 西洞

8 こもれびの館 ふるさと企画 ○ ○ 加舎尾

9 五葉会館 神付自主防災会 ○ ○ 中通、神付、中谷、加舎尾

10 伝承の館 親田自主防災会 ○ ○ 親田

11 上親田集会所 親田自主防災会 ○ ○ 親田

12 中通集会所 中通自主防災会 ○ ○ 中通

13 中谷集会所 中谷自主防災会 ○ ○ 中谷

14 加舎尾集会所 加舎尾自主防災会 ○ ○ 加舎尾

15 西洞センター 西洞自主防災会 ×（はなのき会館） ○ 西洞

16 越原センター 日向自主防災会 ○ ○ 曲坂、日向

17 むくハウス 村 ○ ○ 日向、陰地

18 曲坂集会所 曲坂自主防災会 ×（越原センター） ○ 曲坂

19 陰地集会所 陰地自主防災会 ○ ○ 陰地

20 栃山クラブ 栃山自主防災会 ○ ○ 栃山

21 黒渕クラブ 黒渕自主防災会 ○ ○ 黒渕

22 越原上消防ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 消防団 ○ ○ 黒渕

23 こまもり会館 大明神自主防災会 ○ ○ 大明神

24 五加センター 宮代自主防災会 ○ ○ 柏本、宮代、大沢

25 大沢集会所 大沢自主防災会 ×（五加センター） ○ 大沢

26 下野集会所 下野自主防災会 ○ ○ 下野

27 久須見集会所 久須見自主防災会 ○ ○ 久須見

28 正風館 柏本自主防災会 ×（五加センター） ○ 柏本

平成 22 年 7 月の土砂災害の様子（親田）

　

私
た
ち
に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
自

然
も
、
時
と
し
て
牙
を
向
け
る
事
が
あ

り
ま
す
。
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
風
水
害

や
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
、
そ
れ
に

よ
る
火
災
等
、
突
如
発
生
す
る
災
害
を

な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
村
に

お
い
て
も
、
た
び
た
び
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
は
起
き
て
い
ま
す
。
災
害
が
起
き

た
と
き
、
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
り

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
こ
に

住
む
地
域
の
人
た
ち
で
あ
り
、
自
分
自

身
な
の
で
す
。日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
、

地
域
の
「
防
災
力
」
を
高
め
て
お
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

避
難
情
報
の
内
容

避
難
準
備
情
報

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
状
況
。

・
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る

人
は
、
避
難
行
動
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

・
そ
れ
以
外
の
人
は
、
家
族
等

と
の
連
絡
、
非
常
用
持
出
品
の

用
意
等
、
避
難
準
備
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告

　

人
的
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状

況
。

・
通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る

人
は
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

避
難
指
示

　

人
的
被
害
の
発
生
、
又
は
発

生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い

と
判
断
さ
れ
た
状
況
。

・
避
難
を
し
て
い
な
い
人
は
、

た
だ
ち
に
避
難
行
動
に
移
り
、

そ
の
行
動
に
移
る
時
間
的
な
余

裕
が
な
い
場
合
は
生
命
を
守
る

最
低
限
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
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八
月
十
四
日
、
東
白
川
村
夏
祭
り
が

中
川
原
水
辺
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
商
工
会
青
年
部
を
中
心
と
す
る

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
、
村
内
で
は

今
年
最
後
の
夏
祭
り
で
す
。

　

大
声
コ
ン
テ
ス
ト
や
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
、

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
等
が
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
、
う
な
ぎ
釣
り
や
豚
の
丸

焼
き
等
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
今
年
は

吉
本
興
業
の
芸
人
が
司
会
進
行
を
務
め
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

不
安
定
な
天
気
の
中
、
賑
わ
い
を
見

せ
た
今
年
の
夏
祭
り
。
全
日
程
を
予
定

通
り
行
い
、
千
発
余
り
の
花
火
が
祭
り

の
終
幕
を
飾
り
ま
し
た
。

むらの話題

雨
の
中
の
夏
祭
り

千
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る大盛況だったうなぎ釣り

　

様
々
な
活
動
体
験
を
目
的
に
毎
年
本

村
を
訪
れ
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

八
月
一
日
か
ら
約
二
週
間
滞
在
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ベ
ト

ナ
ム
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
外
国
人
と
名

古
屋
商
科
大
学
の
学
生
、
約
四
十
名
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
や
薪
づ

く
り
、
農
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
加
え
、
歌
舞
伎
見
学
や
盆
踊
り
な
ど

日
本
の
文
化
に
触
れ
る
活
動
も
行
い
ま

し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
予
定
の
変
更
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
日
程
を
終
え
、
夏
祭

り
の
際
に
村
長
か
ら
一
人
一
人
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
月
十
五
日
の
年
金
受
給
日
に
合
わ

せ
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
運
動
が
、
東

白
川
郵
便
局
と
農
協
東
白
川
支
店
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
前
で
行
わ
れ
、
加
茂
警
察
署
や
地

域
安
全
指
導
員
な
ど
七
人
が
訪
れ
た
人

に
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
岐
阜
県
内
で
の
振
り
込
め
詐

欺
等
の
被
害
件
数
は
過
去
最
悪
の
記
録

で
、
東
白
川
で
も
詐
欺
の
電
話
は
掛
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
安
全
指
導
員

は
普
段
、
村
内
の
独
居
・
高
齢
世
帯
を

訪
問
し
注
意
を
呼
び
掛
け
防
犯
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
形
態
は
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
疑
問
に
思
っ

た
ら
、
警
察
相
談
窓
口
（
＃
９
１
１
０
）

又
は
、警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中学生から折り紙を習う

十
一
ヶ
国
、
十
六
人
が
来
村

東
白
川
の
豊
か
な
自
然
を
体
感

振
り
込
め
詐
欺
を
撲
滅

誰
も
が
被
害
に
あ
う
可
能
性パンフレットを配り注意を呼び掛ける

日向で行われた担架作り

起
こ
り
う
る
災
害
時
に
備
え

集
落
ご
と
の
防
災
強
化
を

　

八
月
三
十
一
日
、
村
内
一
斉
の
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
時
の
避
難
告
知
に
よ
り
、
各
地
域

の
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し
、
安
否

確
認
カ
ー
ド
を
記
入
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
消
火
栓
・
ホ
ー
ス
等
の
取
り
扱

い
方
や
点
検
、
担
架
作
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
等
、
地
域
ご
と
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

安
否
確
認
カ
ー
ド
の
集
計
結
果
の
内
、

確
認
の
と
れ
た
世
帯
の
割
合(

確
認
率)

は
九
七
・
四
％
で
所
在
が
不
明
の
人
数(

不

明
者)

は
七
十
四
人
で
し
た
。

　

普
段
か
ら
近
隣
住
民
同
士
で
連
絡
を

取
り
合
う
こ
と
で
互
い
の
所
在
を
明
ら

か
に
し
、「
不
明
者
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
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明るい話題をご提供下さい

　

こ
の
会
は
、
独
居
・
高
齢
世
帯
の
家

族
を
対
象
に
、
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
と
村
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
わ

る
職
員
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
を

目
指
し
五
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
お
盆
の
帰
省
に
合
わ
せ
、
八

月
十
三
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
村
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
二
十

七
人
と
行
政
関
係
者
な
ど
、
計
四
十
三

人
が
参
加
し
、
近
況
報
告
や
意
見
交
換

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
は
意
見
交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等

か
ら
得
ら
れ
た
、
家
族
か
ら
の
要
望
・

不
安
を
考
慮
し
、
安
心
で
き
る
老
後
の

環
境
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

六
十
九
回
目
の
終
戦
記
念
日
と
な
る

八
月
十
五
日
、
こ
も
れ
び
の
里
に
あ
る

慰
霊
塔
前
で
、
戦
没
者
並
び
に
満
州
開

拓
関
係
物
故
者
を
慰
霊
し
平
和
を
祈
念

す
る
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
や
慰
霊
塔
奉
賛
会
役
員
な
ど
約

百
人
が
参
列
し
、
代
表
者
に
よ
る
玉
串

奉
て
ん
、
正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
た
一

分
間
の
黙
と
う
や
献
花
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

戦
争
を
直
接
知
る
人
は
減
っ
て
い
き

ま
す
が
、戦
争
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
ず
、

毎
年
こ
の
日
に
は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
す
。

平
和
を
感
じ
心
を
新
た
に

戦
没
者
を
追
悼
す
る参加者全員で献花をする

　

み
つ
ば
保
育
園
恒
例
の
盆
踊
り
会
が

八
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
保

育
園
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
と
し
て
村

老
連
女
性
部
を
招
き
、
参
加
し
た
四
人

か
ら
は
浴ゆ

か

た衣
や
甚
平
を
着
せ
て
も
ら

い
、
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

　

全
園
児
は
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
、
最
後
ま
で
集
中
し
て
踊
る
子
、

時
折
座
り
込
ん
で
遊
ぶ
子
な
ど
様
々
で

し
た
が
、
炭
坑
節
や
ア
ニ
メ
の
楽
曲
な

ど
計
八
曲
を
元
気
よ
く
踊
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
遊
戯
室
は
園
児
一
人

一
人
が
作
っ
た
提
ち
ょ
う
ち
ん
灯
で
飾
ら
れ
、
最
後

に
園
児
は
、
村
老
連
の
四
人
に
お
礼
と

し
て
手
作
り
の
メ
ダ
ル
を
渡
し
ま
し

た
。

　

八
月
二
十
二
日
、
白
川
病
院
で
看
護

体
験
が
行
わ
れ
、
本
村
中
学
校
か
ら
は

六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
す
る
病

院
は
、
看
護
職
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
中
・
高
校
生
や
一
般
を
対
象

に
年
に
三
回
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
制
服
に
着
替
え
、
病
院

内
の
見
学
や
検
温
、
血
圧
測
定
、
食
事

補
助
等
、
慣
れ
な
い
患
者
と
の
や
り
取

り
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
看
護
・
介
護
の

実
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
、
参
加
し
た
中
学
生
か

ら
は「
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き
た
い
」

「
進
路
の
参
考
に
し
た
い
」
と
言
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。

小グループに分かれ意見交換を行う

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
村

独
居
・
高
齢
世
帯
の
家
族
会

看
護
師
の
仕
事
を
学
ぶ

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験協力して心拍数を測定します

賑
や
か
な
盆
踊
り

お
年
寄
り
と
一
緒
に
踊
る盆踊りを思い思いに楽しむ
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【
東
白
川
村
】

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
十
万
円
…

　
　
　

今
井
勝
二
（
東
京
都
）

金
三
万
円
…

　
　
　

坂
井
小
枝
佳（
大
阪
府
）

金
十
二
万
円
…
匿
名

金
二
万
円
…
匿
名

■
環
境
整
備
事
業
指
定

金
一
万
五
千
円
…

　
　
　

伊
藤
照
夫
（
千
葉
県
）

■
教
育
委
員
会
指
定

（
公
民
館
図
書
館
指
定
）

金
五
万
円
…

　

故　

古
田
き
よ
子（
久
須
見
）

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
十
万
円
…

　
　
　

五
十
川
幸
司（
久
須
見
）

■
保
育
園
指
定

手
作
り
お
も
ち
ゃ
十
点
…

　
　
　

伊
藤
政
太
郎（
白
川
町
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

金
五
万
円
…
村
雲
早
苗（
中
通
）

金
十
万
円
…

　
　
　

五
十
川
幸
司（
久
須
見
）

金
一
万
五
千
円
…

　
　

株
式
会
社
ふ
る
さ
と
企
画

古
切
手
…
古
田
勝
子
（
平
）

古
切
手
…
山
田
土
建
株
式
会
社

古
切
手
…
匿
名

古
切
手
、
洗
剤
四
箱
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

お
し
ら
せ

大
き
い
秋
が
目
の
前
に
！
！

◎
今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、
一
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
三
億
九
千
万
円
！

一
等　

三
億
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

×
十
三
本

前
後
賞
各　

三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　

×
二
十
六
本

◎
当
た
り
実
感
の
あ
る
少
額
賞

金
も
豊
富
！

四
等　

五
万
円
×
二
万
六
千
本

五
等　

一
万
円
×
五
十
二
万
本

(

発
売
総
額
三
百
九
十
億
円
、

十
三
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）　

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間

九
月
十
九
日
〜
十
月
十
日
ま
で

■
抽
選
日　

十
月
十
七
日

■
支
払
開
始
日　

　
　
　
　
　

十
月
二
十
二
日

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

は
、
開
発
途
上
国
で
現
地
の
人

々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
、

と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り
に
貢

献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

◎
平
成
二
十
六
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

■
募
集
期
間　

十
月
一
日
〜
十

一
月
四
日
（
消
印
有
効
）

◎
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
開
催

■
開
催
地　

岐
阜
市

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　

３
０
２

大
会
議
室

■
日
時　

十
月
二
十
二
日　

十
八
時
か
ら

　

説
明
会
に
関
し
て
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

業
務
委
託
先　

（
公
社
）
青
年

海
外
協
力
協
会
中
部
支
部

℡
０
５
２
‐
４
５
９
‐
７
２
２
９

合
同
無
料
相
談
会

　

十
月
一
日｢

法
の
日｣

及
び

十
月
一
日
か
ら
七
日
「
公
証
週

間
」
に
ち
な
み
、
美
濃
加
茂
公

証
役
場
、
岐
阜
県
司
法
書
士
会

中
濃
支
部
、
岐
阜
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
中
濃
支
部
、
岐
阜
県

行
政
書
士
会
可
茂
支
部
に
よ

る
、
合
同
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
に
よ

る
相
談
会
で
す
。（
予
約
不
要
、

電
話
相
談
不
可
）

■
日
時　

九
月
二
十
八
日

　

十
時
〜
十
六
時

■
場
所　

可
児
市
今
渡
６
８
２

番
地
１　

可
児
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
二
階　

第
一
会
議
室

℡
０
５
７
４
‐
６
２
‐
１
５
５
５

■
内
容　

遺
言
、
任
意
後
見
契

約
、
離
婚
給
付
契
約
等
の
公
証

手
続
、
不
動
産
登
記
、
商
業
・

法
人
登
記
、
相
続
、
債
務
整
理
、

土
地
境
界
相
談
・
測
量
、
官
公

庁
提
出
手
続
、
外
国
人
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県

司
法
書
士
会
中
濃
支
部(

木
村)

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
３
２
６
８

お
子
様
の
教
育
資
金
を
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
族
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

■
融
資
額　

お
子
様
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利　

年
２
・
３
５
％

■
返
済
期
間　

１
５
年
以
内

■
Ｈ
Ｐ　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

無
料
調
停
相
談
会

　

家
庭
内
や
親
族
間
の
も
め
ご

と
、
ま
た
、
土
地
建
物
、
借
入

債
務
、
交
通
事
故
な
ど
の
も
め

ご
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調

停
委
員
が
、
秘
密
厳
守
、
無
料

で
調
停
で
解
決
す
る
手
続
き
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
も

で
き
ま
す
。

■
日
時　

十
月
二
十
五
日　

九

時
半
〜
十
六
時
ま
で
（
受
付
は

十
五
時
半
ま
で
）（
予
約
優
先
）

■
会
場　

可
児
市
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
二
階　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
ル
ー
ム
（
洋
間
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先
・
予
約

御
嵩
調
停
協
会（
裁
判
所
代
表
）

℡
０
５
７
４
‐
６
７
‐
３
１
１
１
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質
問
に
関
す
る
回
答
を
「
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
と
し
て
掲
示

し
て
い
ま
す
。

　

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を
利
用

す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
に
お
い
て
、「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」
で
検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

関
税
務
署

℡
０
５
７
５
‐
２
２
‐
２
２
３
５

八
時
半
〜
十
五
時（
土
日
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

法
務
局
休
日
相
談
所

　

岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂

支
局
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
行
政
機
関
を
目

指
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

及
び
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
次
の
と
お
り
特
設
相
談

所
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

遺
言
・
相
続
な
ど
登
記
全
般

及
び
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
な

ど
法
務
局
が
取
り
扱
う
す
べ
て

の
事
務
に
お
け
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

十
月
五
日　

十
時
〜

■
日
常
点
検　

日
頃
、
自
動
車

を
使
用
し
て
い
る
中
で
、
走
行

距
離
や
運
行
状
況
な
ど
か
ら
判

断
し
、
適
切
な
時
期
に
点
検
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
定
期
点
検　

安
全
の
確
保
・

公
害
防
止
の
観
点
か
ら
、
自
家

用
乗
用
車
に
つ
い
て
は
一
年
ご

と
の
定
期
点
検
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
点
検

整
備
」
と
検
索
す
る
こ
と
で
、

自
動
車
の
点
検
・
整
備
の
こ
と

が
詳
し
く
分
か
り
ま
す
。

w
w
w
.te
n
k
e
n- se

ib
i.co

m

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

税
務
署
か
ら
電
話
相
談
の
窓

口
の
お
知
ら
せ
で
す
。

■
利
用
手
順

①
関
税
務
署
へ
お
電
話
を
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
５
‐
２
２
‐
２
２
３
３

②
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、「
１
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

③
自
動
音
声
に
従
っ
て
、
相
談

し
た
い
内
容
の
番
号
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
よ
く
あ
る
税
に
関
す
る
ご

十
六
時
ま
で

■
会
場　

美
濃
加
茂
支
局　

二

階
会
議
室

■
出
席
者　

公
証
人
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
、
岐
阜
地
方
法
務
局

美
濃
加
茂
支
局
（
職
員
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
地
方
法
務
局　

美
濃
加
茂

支
局　

総
務
課

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
２
４
０
０

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
様

に
新
し
く
で
き
た
制
度
や
裁
判

手
続
き
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
十
月
の
テ
ー

マ
は
『「
法
の
日
」
週
間
を
迎

え
て
』
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局

℡
０
５
８
‐
２
６
２
‐
５
１
２
２

集
落
座
談
会

　

（
次
期
総
合
計
画
説
明
会
）

■
開
催
日
・
場
所

十
月
十
四
日
（
五
加
区
）

　

五
加
セ
ン
タ
ー

十
五
日
（
神
土
北
地
区
）

　

五
葉
会
館

十
七
日
（
神
土
全
域
）　

　

鮎
ヶ
瀬
会
館

二
十
一
日
（
神
土
南
地
区
）　

　

伝
承
の
館

二
十
三
日
（
越
原
下
地
区
）　

　

越
原
セ
ン
タ
ー

二
十
四
日
（
越
原
上
地
区
）　

　

黒
渕
ク
ラ
ブ

　

そ
れ
ぞ
れ
夜
七
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
行
政
係
（
内
線
２
３
０
）

車
の
点
検
整
備

　

安
全
と
環
境
保
全
に
は
車
の

点
検
整
備
が
必
要
で
す
。

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

5 日 岩永耳鼻咽喉科　( 美濃加茂市／ 25-8749) ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

12 日 田原医院　（川辺町／ 53-5588）

13 月（祝）うえだクリニック　（美濃加茂市／ 26-2281）

19 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

26 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181）

東白川森林組合報告
第 697 回共販会（8/26）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /　9,200 円
14cm 以上
平均単価 /219,300 円
　高値 /100,000 円

すぎ 平均単価 /012,500 円
　　高値 / 21,000 円

赤まつ
平均単価 /005,900 円
　高値 /0 7,200 円

総取扱量 692 ㎥
総販売高 1,101 万 2千円

10月
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最
近
は
昼
夜
を
問

わ
ず
雨
が
多
く
、
な
か
な
か
落
ち
着
い

た
一
日
が
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
に
入
り
鈴

虫
を
始
め
と
し
た
、
昆
虫
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
始
め
ま
す
。
盛
り
に
は
騒
が
し

い
ほ
ど
の
大
合
奏
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
季
節
の
音
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
昆
虫
の
鳴
き
声
に
つ
い

て
の
雑
学
で
す
が
、
周
波
数
が
高
す
ぎ

て
電
話
や
一
部
の
録
音
機
器
に
は
入
ら

な
い
そ
う
で
す
。
生
の
音
を
聴
く
の
が

一
番
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私

の
広
報
の
仕
事
も
同
じ「
生
」つ
ま
り「
現

場
」
へ
行
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。「
現
場
ム
シ
（
無
視
）」
で
は
な
く
「
現

場
の
虫
」
に
な
り
た
い
で
す
。（
Ｍ
）

世帯数 … 865世帯
人　口 … 2,526人
(男1,217人　女1,309人)

転　入 …… 1人
転　出 …… 5人
出　生 …… 0人
死　亡 …… 4人

先月との比較8人減
昨年との比較64人減

8月末住民登録人口から

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
江
紀
久（
大
明
神
）・
寺
井
麻
未（
可
児
市
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

安
江
永
吉　
　

八
十
七
歳
（
陰
地
）

古
田
き
よ
子　

八
十
七
歳
（
久
須
見
）

新
田
か
ず
え　

九
十
六
歳
（
加
舎
尾
）

No.42

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　暑
き
日
々
の
仕
事
の
さ
中

一
服
の
新
茶
の
う
ま
さ
の
ど
を
潤
す

早
瀬
久
子

彩
り
終
え
し
豌え
ん
ぼ
う
や
ぶ

豆
藪
の
た
く
ま
し
き

鞘
か
ら
芽
吹
く
夏
真
盛
り

安
江
嘉
子

裸
木
に
舞
い
散
る
木
の
葉
既
に
無
く

川
面
の
鳥
も
小
首
か
し
げ
る

安
江
守
平

チ
リ
ー
と
鳴
る
仕
舞
い
忘
れ
た
風
鈴
の

音
も
淋
し
も
秋
の
夕
暮
れ

安
江
一
子

手
作
り
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
味
ち
ょ
っ
と
変
へ

と
ん
ぼ
群
飛
ぶ
西
空
仰
ぐ

安
江
と
く
よ


